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ところ 大垣市奥の細道むすびの地記念館

１階　企画展示室

令和3 年 273 ～ 95土 日

開館時間 9：00～17：00

芭蕉と木因をどう捉えるか ～これまでとこれから～

4/25（日）14：00～15：30 ■ 講 師：母利 司朗 氏　（京都府立大学教授） 

定員80名

企画展関連講座〈大垣市総合福祉会館5階ホール〉

受講料無料 要 事 前 申 込 み  3月15日（月）～

芭蕉

木因

  ―  法務省  人権啓発キャッチコピー  ―

「誰か」のこと じゃない。
（「東京2020公認  人権啓発キャッチコピーコンテスト」最優秀作品）

〒503-0923 岐阜県大垣市船町2丁目26番地1　TEL 0584-84-8430

主催／大垣市・大垣市教育委員会
問い合わせ先／文化振興課 〒503-8 6 01 岐阜県大垣市丸の内2丁目29番地
TEL 0584-47-8067（直通） FAX 0584-81-0715   http://www.city.ogaki.lg.jp/

奥の細道むすびの地記念館ホームページアドレス http://www.basho-ogaki.jp/
■新型コロナウイルスの感染防止のため、中止や変更となる場合があります。
　奥の細道むすびの地記念館ホームページで、最新の開館状況をご確認の上、お出かけください。

大垣市奥の細道むすびの地記念館



名 前

住 所

電話・e-mail

オンライン受講

電話

希 望 する　　　　　　・　　　　　　希 望しな い 　　　　　　　　※どちらかに○印をつけてください。

【オンライン受講について】

・講座開催日に、Zoom（ズーム）を利用して講座内容をオンライン配信します。オンライン受講は視聴のみです。
・事前にZoomアプリのダウンロードをお願いします。
・ご希望の方には、招待URL及び当日資料等を事前にメールで配信します。musubi@city.ogaki. lg.jpからのメール受信ができるよう設定をお願いします。
・受信側の接続に関する設定については、各自でお願いします。通信状況の確認などのお問い合わせには対応しかねますので、ご了承ください。

【注意事項】

・申込書の個人情報は、適切に管理し、本事業以外の目的には一切使用しません。　・新型コロナウイルスの感染防止のため、中止や変更となる場合があります。
・申込み受付の確認については連絡しません。当日、会場にお越しください。　　　・新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、すべての方にオンライン受講をお願いする場合があります。

e-mail

企画展関連講座

日 程

テ ー マ

講 師

場 所

定員・受講料

申込み方法

問い合わせ先

申込用紙に必要事項を記入して、文化振興課へ郵送・持参・FAXまたは
奥の細道むすびの地記念館ホームページ（http://www.basho-ogaki.jp/）より
〒503-8601 岐阜県大垣市丸の内2-29 大垣市教育委員会 文化振興課
TEL 0584-47-8067(直通)　FAX 0584-81-0715

大垣市総合福祉会館5階ホール （岐阜県大垣市馬場町124）

80名　　　無 料 　　　

母利　司朗氏 （京都府立大学教授）

芭蕉と木因をどう捉えるか ～これまでとこれから～

4月25日（日）　14：00～15：30

展示品

・芭蕉評点「椶櫚森雨」歌仙（個人蔵）

・芭蕉筆「ひよろひよろと」句画賛（個人蔵）

・芭蕉筆「あら海や」句文懐紙（当館蔵）

・芭蕉筆「こもり居て」句短冊（個人蔵）

・鈴木其一筆「蓬莱に」句芭蕉坐像（当館蔵）

・木因評点「椶櫚森雨」歌仙（個人蔵）

・木因筆「大切の」句文懐紙（当館蔵）

・木因筆「昇る旭に」句懐紙（当館蔵）

・洞竹画・木因賛「蕣の」句画賛（個人蔵）

・木因筆「青柳や」等二句懐紙貼付木因坐像（個人蔵）　　ほか

参 加 申 込 用 紙
ふ り が な

洞竹画・木因賛「蕣の」句画賛（個人蔵）

左：木因　右：芭蕉（当館蔵『俳諧百一集』） 背景：芭蕉筆「ひよろひよろと」句画賛（個人蔵）

※詳細は奥の細道むすびの地記念館ホームページ等でお知らせします。
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奥の細道むすびの地記念館 企画展関連講座　芭蕉と木因をどう捉えるか ～これまでとこれから～


